第２回府営住宅指定管理者評価委員会「主な意見」
	【適正な戸数規模に関すること】

	◎　5千戸を管理する事業者からは規模は必要との意見があり、（業務に精通した人員の配置、労務管理を考えると）５千戸ではきちんとした人員で運営するのは苦しいことが推測される。すると管理戸数については１万戸が適当か、２万戸が適当か、最低でも１万戸というのが目安になるのではないか。

◎　大きなボリューム（戸数）では投資、雇用などの事業者のリスクが大きくなるが、指定期間の5年間で平準化ができるので、スケールメリットを考えるとある程度の戸数は必要。



	【選定基準等に関すること】

	(1)　募集時の説明・提供資料について

◎　提案に求める価格には、（計画修繕（府負担）と一般修繕（受託者負担）の区分が異なり、）民間の修繕とは違い受託者側の負担になることを注意して見積もりを立てる必要があるなど、府営住宅の修繕の実情や内容について注意喚起的な資料の提供は必要ではないか。

◎　募集時の提供資料の読み方を付け加えることや、公営住宅の特徴を明確に出していくことは必要ではないか。

(2)　価格点・品質点の審査基準について

◎　空家修繕費については（その計画実現の審査も必要であり）、例えば最低１戸当たり30万円かかる（府の）実績等があれば、それ以下の価格を提案された計画は、いくら安くても実現性が無いと判断し、審査の評価を下げることも検討の一つ。

◎　今後、高齢化が進み実際には入居者が共用部分の管理ができなくなる課題がある。（こういった課題に対して価格以外に）どういうことを指定管理者ができるのか、
（積極的に）提案してもらうことが必要ではないか。




H２３年度モデル事業地区の追加にあたっての「募集方法等の主な変更点」
	(1)価格点に関する変更点
【H22年度モデル事業】
評価方針
評価項目
点数
管理に係る経費の縮減に関する方策

【５０点】

○管理運営に係る経費の内容

　　　　参考価格－提案価格

満点 × ――――――――― ＝ 得点

(50点)　　 参考価格× 0.3

（参考価格以上の提案は０点とします。）
５０点
【H2３年度モデル事業地区の追加】
評価方針
評価項目
点数
管理に係る経費の縮減に関する方策

【５０点】

○管理運営に係る経費の内容

　　　 参考価格－提案された額
満点 × ―――――――――――― ＝ 得点

(50点)    参考価格－今回応募者中の

最低の提案額
（参考価格以上の提案は０点とします。）
５０点
(2) 品質点に関する変更点
◎　次の評価方針の各評価項目のいずれかが「0点」の場合、「収支計画、管理体制計画と事業計画又は府が求める指定管理者としての管理運営業務との整合が取れておらず、提案内容の実現や指定管理業務の遂行は困難」と判断し失格とする。

評価方針
評価項目
点数
適正な管理業務の遂行を図ることができる能力及び財政的基盤に関する事項

【１０点】

①収支計画の内容、適格性及び実現の可能性

３点
②安定的な運営が可能となる人的能力
４点
③安定的な運営が可能となる財政的基盤

３点
(３) その他
◎　以下の業務は、指定管理者に委託しない。
計画修繕、下水道放流切替業務、ふれあいハウジング整備業務、団地環境整備業務、高齢者向け改善事業、車いす常用者世帯向け改善事業、団地内バリアフリー化事業
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